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研究成果の概要（和文）：本研究では、1.多様なニーズを対象とした自然体験活動の効果の特徴を明らかにする
こと、2.要因を質的に検討した上で、モデルプログラムを開発することを目的とした。
研究1については、心理社会的指標と効果、海外においては自然体験活動を通したセラピーが、他のセラピーと
同等の効果が認められること、などが明らかになった。
研究2については、多様なニーズを対象とした自然体験活動を実施する上での工夫と課題、特に海外では多様な
分野において、セラピーとしての自然体験プログラムが実践されていることが明らかになった。その要因として
は、注意回復理論と生態心理学の理論、および「自然（じねん）」などの東洋的概念が考察された。

研究成果の概要（英文）：With regard to Study 1, the psychosocial indices and their effects, as well 
as the fact that nature experience activities were found to be as effective as other therapies in 
foreign countries, were clarified.
Regarding Study 2, it became evident that innovations and challenges exist in implementing nature 
experience activities targeting diverse needs, particularly in the implementation of nature 
experience programs as therapy in diverse fields in other countries. Attention restoration theory 
and ecopsychological theory, as well as Eastern concepts such as "nature (jinen)," were identified 
as contributing factors to this trend.

研究分野： 野外教育学、臨床心理学

キーワード： キャンプ　スペシャルニーズ　多様性　アウトドアセラピー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、多様なニーズを対象とした自然体験活動による心理社会的な効果が認められ、特に海外におい
ては教育やレクリエーションとしてだけではなく、セラピーとして多く活用されていることが明らかになった。
国内においては、一部セラピューティックな目的をもったプログラムが存在するものの、学術的な位置づけや社
会的な認知が充分ではない状況である。この研究成果を発信することによって、多様なニーズを抱える対象への
自然体験活動の普及・発展に貢献しうると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
多様なニーズを持つ人々と共に生きる社会への機運が益々高まる中、キャンプ等の自然体験活

動の場においても、国際会議の開催や全国ネットワークの設立など、多様なニーズに応じた自然
体験活動への取り組みが加速した。わが国における自然体験活動の歴史を振り返ると、1960 年
代頃から虚弱児や情緒障害児を対象としたキャンプが始まり、その後 1970〜80 年代には不登校
や知的・身体的障がいの子どもへと対象が広がりをみせた。そして近年は、発達障がい・難病・
児童養護施設・貧困家庭の子どもなど、多様な対象への自然体験活動実践が展開されるようにな
ってきた。 
しかしながらこれまでの多くの研究は、個別の実践を評価するに留まっており、不登校・発達

障がいなどの各ニーズにおける自然体験活動の効果の特徴を、個別の実践を超えて包括的に捉
えた研究は見当たらない。また、研究が実施されている範囲も、不登校など比較的実施数が多く
調査がしやすい対象に限られている現状がある。加えて、研究方法が数量的な手法に偏っており、
質的手法等を用いて、効果をもたらした要因を詳細に検討した研究は少ない。 
以上の点から本研究の学術的「問い」として、「①多様なニーズを対象とした自然体験活動にお

いて、各ニーズによる効果の特徴（共通性や差異）はあるのか、②ニーズに応じた効果的な自然
体験活動を実践するためには、どのような要因（関わり方やプログラムなど）が有効であるのか」
と設定した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、①多様なニーズを対象とした自然体験活動において調査を実施し、効果の特徴を

明らかにすること、②個別の先行事例へのインタビュー調査を実施し、ニーズに応じた効果的な
自然体験活動となりうる要因を質的に検討した上で、モデルプログラムを開発することを目的
とした。 

 
３．研究の方法 
(1) 多様なニーズを対象とした自然体験活動における効果の特徴 
知的・発達障がい、身体障がい（肢体不自由、視覚障がい、聴覚障がいなど）、慢性疾患、不登

校、社会的養護、貧困家庭などの多様なニーズを対象とした自然体験活動を対象に、すでに国内
において先行研究が蓄積されている領域（不登校など）については、レビュー研究を実施し、一
定の基準によって実践研究の論文を収集した。先行研究が十分に蓄積されていない領域につい
ては、当初は既存の統一指標による横断的調査を実施する予定であったが、コロナ禍で多くの自
然体験活動が中止されたため、実施に至らなかった。そこで、海外でセラピーとして実施されて
いる自然体験活動の効果を広くレビューした。 
(2) 効果的な自然体験活動となりうる要因とモデルプログラム 
 多様なニーズを対象とした自然体験活動の実践者・団体に、半構造化面接によるインタビュー
調査を実施した。インタビュー内容は、自然体験活動（団体）設立の経緯、自然体験活動の対象
者、自然体験活動の目的、プログラム内容、参加者の様子、支援の工夫、スタッフ等の体制、実
施上の課題等とし、対象者の語りに応じて柔軟に質問する方法をとった。加えて、海外の事例に
ついても文献を中心に調査を実施し、効果的な自然体験活動になりうる要因と各プログラムの
特徴を検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 多様なニーズを対象とした自然体験活動における効果の特徴 
 まず、自然体験活動における効果の特徴として、研究が蓄積されている領域（不登校など）に
ついてのレビューを実施した。その結果の概要を表 1に示す。自然体験活動前後の自己概念や不
安の変化など、健常群（アナログ群）の研究と同様の指標を用いて評価されてきたこと、同時に
登校状況、他者関係という主に不登校生徒が抱える課題に焦点を当てて効果が検証されてきた
ことが理解できる。また特に近年においては、測定内容も健康意識や抑うつなどの臨床尺度を用
い、よりその対象の諸課題を反映した研究が散見されていることが見て取れた。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 次に欧米において実施された自然体験活動を通じたセラピーについて、効果研究に対するメ
タ分析やレビューを行った研究の一覧を示す（表 2）。このようにアメリカを中心とした欧米で
の研究においては、心理社会的効果において概ね中程度の効果量が認められること、より長期間
のプログラムが効果的であること、ウィルダネスセラピーなどの支援を必要とする青少年への
実践においても、他のセラピーと同等の効果が認められること、などが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(2) 効果的な自然体験活動となりうる要因とモデルプログラム 
まず国内において先駆的な取組を行っている実践者（団体）にインタビューを行った。それぞ

れの領域は、発達障がい児への動物介在療法、病児へのセラピューティックキャンプ、身体障害
児（者）への野外活動フィールドの提供であった。共通して、地域との連携、資金の調達、制度
の利用、指導者（スタッフ）の養成、の工夫と課題が示された。 
次に、海外の事例について文献調査を行った結果、ソーシャルワーク、心理学、カウンセリン

グ、家族療法、作業療法など多様な分野において、ウィルダネスセラピー、アドベンチャーセラ
ピー、ネイチャーベースドセラピー、動物介在療法、園芸療法、サーフセラピー、森林療法とい
ったセラピーとしての自然体験プログラムが実践されていることが明らかになった（表 3）。 
 

 
 
 
また、これらの実践に共通する要因として、①野外という場所への志向性、②自然環境への積

極的な身体的関与、③自然と人間の親和性の認識、が明らかになった。中でも、自然環境が心理
的な効果を及ぼす要因としては、注意回復理論とバイオフィリア仮説に基づく生態心理学の理
論が考察された。加えて、欧米を中心とした海外の文献では考察されなかった東洋的概念に基づ
く要因として、心身一元論に基づく「身（み）」の概念と、万物と自己が根源的には一つである
ことを示す「自然（じねん）」の概念から考察した。 
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